
(学年）第３学年，(教科・科目)理科・化学 協働学習

(単元)２章炭化水素 ２節不飽和炭化水素

（ＩＣＴ活用方法）

・１人１台端末に配信された問題を解き授業支援クラウドアプリで全員の答案を共有し復

習を行う。

・インターネットで授業で学ぶ有機化合物に関し情報を検索してワークシートにまとめ

る。

(本時のねらい）

・付加反応を利用してできる物質の構造を考え，名称をつけることができる。

・付加反応により生じた物質が，日常生活のいろいろな物質に応用されていることを知る。

（本時の展開）

時間 学習活動 指導事項 ＩＣＴ活用方法 備考

導入 ・各自の１人１台端 ・アルケンの反応につ ・各自の１人１台端末で授 授業支援ク

５分 末で授業支援クラ いて理解できてい 業支援クラウドアプリを ラウドアプ

ウドアプリを利用 る。 利用し，確認問題を解き リ

しアルケンの反応 ながら復習を支援する。

の復習をする。

・本時の学習内容を ・アセチレン（アルキ ・アセチレンについてタブ ブラウザ

把握する。 ン）の構造式を黒 レットを用いて調べさせ

・アセチレンの利用 板にしめし，私た る。検索を上手にできな

について，１人１ ちの生活の中でど い生徒には，アセチレン

台端末を用いて調 のように利用され を扱っている会社を調べ

べて発表する。 ているのか質問す るよう促す。

る。

・アセチレンの付加 ・アセチレン（アルキ ・実際に，画面でアセチレ

反応の仕組みを確 ン）は不飽和結合（三 ンの溶接の映像を見せ,ア
認する。 重結合）をもち酸化 セチレンが身近な物質で

反応や付加反応が起 あることを理解させる。

こることを確認す

る。

・アセチレンの付加反

応について考えさせ,
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規則的な付加反応の

仕組みを理解させ

る。

展開

４０分 ・プリントの問題を ・プリントに，アセチ プリント

解く。 レンへの付加反応後

の生成物質の構造

式，名称を考えて記

入するように促す。

・マルコムニコフの法

則について理解させ

る。

・模型を用いてシスト

ランス異性体に自ら

気づくように発問す

る。

・アセチレンの付加 ・正しく理解できてい ・プレゼンテーションソフ 発表

でできる新しい物 るか,生徒に質問しな トを用いて表示 プレゼンテ

質の利用方法につ がら，黒板に正解を ーションソ

いて知る。 示す。 フト

プロジェク

・化学反応を重ねる ・具体的な物質の利用 ター

ことで物質が変化 のを見ることで,生徒
していき，私たち の理解を深める。

の暮らしの中に欠

かせない物質とな

ることを理解する。

まとめ ・本時の振り返りを ・不飽和結合（三重結 ・プレゼンテーションソフ プレゼンテ

５分 する。 合）の反応性につい トを用いて表示 ーションソ

て理解できたか確認 フト

する。 プロジェク

ター

（生徒の反応と課題・改善を要する点）

１人１台端末を使用することを念頭に置き，生徒の学習に効果的な授業支援クラウドア

プリや電子黒板の利用が実現できるようにした。

授業支援クラウドアプリの利用により，その場で課題を与え，生徒が自ら生成する化合

物を考え，構造式，名称を表現し電子黒板に写しだし，発表できた。物質についての調べ

学習もできた。特に実現できなかったことは見当たらない。
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授業支援クラウドアプリの課題の配布の仕方を写真撮影をするノートと課題用のノート

に分けていたが，分けない方が同期などする必要がなく作業効率があがるので，毎時間ノ

ートは１つでよいと考えた。

生徒が自分の解答を他の人に説明し，発表することで周囲からの肯定感を感じ，自信を

つける様子が見られた。自分の持っている力を表現するツールとして，ICTは有効である

と考えた。

プレゼンテーションソフトを用いた説明や動画を見せて理解につなげることは,これま

でも授業に取り入れていた。また，問題に対する発表や黒板に書いてもらうことも実践し

てきた。今回，生徒が発信する授業支援クラウドアプリの効果的利用方法を考えることが

難しかったが，試行錯誤の結果，今回の授業に最も効果的な利用ができたと考える。

（授業の様子）

アルケンの反応について復習 インターネットを用い調べ学習

授業で用いたワークシート


